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分類 地震タイプ 東 通 女 川 六ケ所 む つ

検討用地震
の選定

二重深発地震上面の地震
（東北）注５ ・M7.5＋1.5As 同 左 ・M7.5＋1.0As

・M7.2＋1.5As
・Ｍ7.2
（As考慮せず）

二重深発地震下面の地震
（東北） ・M7.5＋1.6As 同 左 ・M7.5＋1.0As

・M6.8＋1.6As
・M6.8
（As考慮せず）

沖合いのやや浅い地震
（東北） ・M8.2＋1.0As 同 左 ・M7.5＋1.0As

・M7.3＋1.5As
・M7.3
（As考慮せず）

沈み込む海洋プレート内
地震（ｱｳﾀｰﾗｲｽﾞ地震） ・M8.6＋0.7As 同 左 （影響小） （影響小）

二重深発地震下面の地震
（北海道） ・M7.5＋2.1As − − −

沖合いのやや浅い地震
（北海道） ・M8.2＋2.0As − ・M8.2＋1.0As

（影響評価ケース）
・M8.2＋1.0As
（影響評価ケース）

検討用地震
〔二重深発地震
上面の地震
（東北）〕

基本ケース ・M7.2＋マントル＋1.0As M7.5＋マントル
＋1.5As ・M7.2＋マントル＋1.0As 同 左

不確かさケース
・M7.5＋マントル＋1.5As 同 上 ・M7.5＋マントル＋1.0As

・M7.2＋マントル＋1.5As 同 左

・M7.5＋海洋地殻＋1.2As
（参考ケース）

同 左
（不確かさｹｰｽ） ・M7.2＋海洋地殻＋1.0As 同 左

東 通 女 川 六ケ所注６ む つ注６

検討対象地震の地震動評価 ・断層モデルや簡易評価 同 左 ・耐専Ｓｐ
（Asの違い考慮）

・耐専Ｓｐ
（標準）

検討用地震の地震動評価 ・断層モデル（SGF）
・耐専Ｓｐ（残差考慮） 同 左 同 左 同 左

１．地震の想定

２．地震動評価

注１：検討用地震の選定欄には影響の大きいケースの地震諸元を記載 注２：想定場所は全て基本的には敷地至近
注３：「αAs」のAsは強震動予測レシピによる海洋プレート内地震の標準的な短周期レベル〔地震研究推進本部(2020)〕，αはその倍率
注４：表中の「＋」は不確かさの組み合わせを示す 注５：六ケ所の「M7.5」は「Mw7.4」を示す

注６：沖合いのやや浅い地震（北海道）の影響評価ケースの地震動評価は，統計的グリーン関数法（SGF）



A A´

東通原子力発電所

敷地下方DC型地震（M7.5）

敷地下方DE型地震(M7.5)

北海道DE型地震（M7.5）
沖合いのやや浅い地震
（北海道）（M8.2）

沖合いのやや浅い地震（東北）（M8.2）

アウターライズ地震（M8.6）

北海道DE型地震(M7.5)

沖合いのやや浅い地震
（北海道）(M8.2)

B B´

東通原子力発電所

敷地下方DE型地震(M7.5)

敷地下方DC型地震（M7.5）

沖合いのやや浅い地震（東北）（M8.2）

アウターライズ地震（M8.6）

A A´

※想定する断層面のケースは，影響の大きいケースを記載した。

断層配置図（平面）

断層配置図（A-A´断面）

断層配置図（B-B´断面）

破線はプレート形状を，実線は海溝位
置を表す〔防災科学技術研究所
(2019)〕

東通原子力発電所 地震タイプごとに想定する断層位置


